
め ん： 小麦粉には福岡県産ラーメン専用小麦「ラー麦」を100％使用しており、

しっかりとしたコシが味わえます。(熱湯3分)

ス ー プ： 炊き出した豚骨の旨みにこだわった白濁豚骨スープ。

顆粒状の背脂でスープの濃厚感アップ。

か や く： 海苔、メンマ、ねぎ

News Release
2022年9月吉日

サンポー食品株式会社（本社：佐賀県 社長：大石忠徳）は、2022年9月26日（月）に全国で

「究極の一杯 久留米豚骨」を新発売します。

商品の特長

開発の背景

商 品 名：

内 容 量：

荷 姿：

J A N コ ー ド：

I T F  コ ー ド：

希望小売価格：

販 売 地 域：

商 品 概 要

カップ麺評論ブログ「本日の一杯 -Cupmen review blog-」は最大月間100万PV以上の大人気

ブログです。ブログの筆者taka :a（大石敬之）氏はカップ麺の年間消費量1,000食以上、“カップ

麺は嗜好品”をコンセプトに、毎日ブログを更新されています。ある記事でtaka :a氏が“豚骨ラー

メン”が好きであると拝見したため、昼夜豚骨ラーメンを研究し、豚骨味を追求している当社と

ぜひ商品を作ってほしいとオファーしたところ、快諾いただき新発売に至りました。単なる監修で

はなく、イチから共同開発したいというtaka :a氏の意向もあり、原材料の選定から、0.01ｇ単位の

重量に至るまで試行錯誤を重ねて開発した、まさに「究極の一杯」です。

究極の一杯 久留米豚骨

118ｇ（めん85ｇ）

12食×2ケース合わせ

4901773101474

14901773101471

245円（税抜）

全国

ブログ最大月間100万PV以上のカップ麺評論家と共同開発！

「究極の一杯 久留米豚骨」新発売



News Release

共同開発者 taka :a （大石敬之）氏

最大月間100万PV以上のカップ麺ブログ「本日の一杯 -Cupmen review blog-」※運営。TBS

『マツコの知らない世界』制作協力。フジテレビ『99人の壁』では次世代型 インスタント麺研究

家として、MBS『教えてもらう前と後』ではブロガーとして出演。

【一般消費者からのお問い合わせ先】 お客様相談窓口 TEL：0120-002-160

（受付時間 9：00～17：00 ※土日祝日および当社休業日を除く）

【報道関係者からのお問い合わせ先】 広報・マーケティング部 〒841-0202 佐賀県三養基郡基山町長野230

TEL：0942-92-2511 e-mail： sanpo_kprmarketing019@sanpofoods.co.jp

サンポー食品公式サイト https://www.sanpofoods.co.jp/

【実績】
・TBS『マツコの知らない世界』2019年1月8日（火）放送分※番組制作協力
・世界文化社『偏愛的インスタントラーメン図鑑』大和イチロウ（著）制作協力
・マイナビニュース連載
・講談社現代ビジネス寄稿：“マシマシ”大ブーム「二郎系ラーメン」がコンビニを埋め尽くすワケ

他、「一蘭」カップ麺が490円でも「売り切れ続出」する納得のワケ
・朝日新聞出版『週刊朝日』2020年 8/28号（2020年8月18日発売）制作協力：
今いち推しの「カップ麺」はこれだ！ 「激辛」「やりすぎ系」に「健康系」も
・双葉社『EX大衆』2021年1月号（2020年12月15日発売）制作協力：日清のカップそばP90 カップそばアレンジレシピ P91
・集英社『週刊プレイボーイ』No.28（2021年6月28日発売）制作協力：「激辛カップ麺選手権」金銀銅はこれだ!! P156
・宝島社『MonoMaster』2021年11月号（2021年9月25日発売）監修：
“カップめん評論家”がナビゲート カップラーメンの最新トレンドレビュー P56
・双葉社『週刊大衆』2022年3月14日号（2022年2月28日発売）制作協力：

47都道府県「驚くほどうまい！」ご当地カップ麺No.1選手権 P196〜199

【テレビ出演】
・フジテレビ『超逆境クイズバトル!! 99人の壁』2021年4月24日（土）放送：冷凍食品・インスタント麺…食品メーカー社員倒せ
・TBS『教えてもらう前と後』2021年7月5日（月）放送：究極のカップ焼そば＆この夏着るべき白Tシャツ No.1決定戦!!
・RCC『イマナマ！』2022年2月16日（水）放送：ハコ生活、はじめました。～おすすめカップ麺の世界～

※『本日の一杯 -Cupmen review blog-』ブログプロフィール参照

taka :a氏からひとこと

コロナ禍でカップ麺を共同開発するにあたり、さまざまな課題と衝突しましたが、本社で製造工

程と原料の説明を受け、その後はリモートでの打ち合わせや複数回にわたるサンプルの試食

など、緻密な調整を繰り返し、何度も何度もアップデートしてもらいました。初めての共同開発

だったので、ずいぶんと無茶な注文を投げたと思います。その味わいについては勿論、もっとも

力を入れたのは「香り」。鼻から入る・鼻に抜ける豚脂の芳ばしさを徹底して追求したので、ぜ

ひ深呼吸しながら召し上がってみてください。容器は大盛り用ですが、めん・スープ・海苔の産

地まで、こだわり抜いた「究極の一杯」です。

2022年9月吉日

※『本日の一杯 -Cupmen review blog-』 はコチラ

■URL：https://cupmen-review.com/
次世代型カップ麺ブロガー

taka :a （大石敬之）氏


